
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年11月13日

【四半期会計期間】 第49期第２四半期(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30

日)

【会社名】 麻生フオームクリート株式会社

【英訳名】 ASO FOAM CRETE Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　河　村　洋　介

【本店の所在の場所】 川崎市中原区苅宿36番１号

【電話番号】 (044)422-2061（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　原　田　敬　一

【最寄りの連絡場所】 川崎市中原区苅宿36番１号

【電話番号】 (044)422-2061（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長　　原　田　敬　一

【縦覧に供する場所】 麻生フオームクリート株式会社東京支店

　 　(川崎市中原区苅宿36番１号)

　 麻生フオームクリート株式会社大阪支店

　 　(大阪府茨木市沢良宜西四丁目15番14号)

　
麻生フオームクリート株式会社福岡支店

　
　(福岡県糟屋郡須恵町大字須恵714番地１)

　
株式会社ジャスダック証券取引所

　
　(東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号)

EDINET提出書類

麻生フオームクリート株式会社(E00308)

四半期報告書

 1/30



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第48期
第２四半期
累計期間

第49期
第２四半期
累計期間

第48期
第２四半期
会計期間

第49期
第２四半期
会計期間

第48期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ７月１日
至  平成20年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 1,461,9481,676,2141,066,385803,1323,555,338

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △108,511 △5,893 △21,581 4,427 102,789

当期純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △104,402 △5,646 △28,294 △4,045 23,089

持分法を適用した
場合の投資損失（△）

(千円) △10,935 △9,691 △4,613 △2,982 △5,410

資本金 (千円) ― ― 209,200 209,200 209,200

発行済株式総数 (千株) ― ― 3,420 3,420 3,420

純資産額 (千円) ― ― 1,274,8531,379,1141,398,425

総資産額 (千円) ― ― 3,009,3872,987,6283,058,577

１株当たり純資産額 (円) ― ― 372.95 403.46 409.11

１株当たり当期純利益
金額又は四半期純損失
金額（△）

(円) △30.54 △1.65 △8.28 △1.18 6.75

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ５

自己資本比率 (％) ― ― 42.4 46.2 45.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 86,539 113,636 ― ― 83,435

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 23,420 △35,851 ― ― 20,448

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,985 △36,925 ― ― 36,705

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 273,341 369,815 328,955

従業員数 (名) ― ― 84 85 85

(注)  １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につき

ましては記載しておりません。

　　　２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、第48期につきましては潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。第48期第２四半期累計(会計)期間及び第49期第２四半期累計(会計)期間につきましては１株

当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 85

(注)　従業員数は、就業人員であります。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【受注高及び施工高の状況】

当第２四半期会計期間における受注実績、完成工事高実績及び施工高実績を事業部門別に示すと、次の

とおりであります。

　なお、商品販売については、販売と仕入及び受注との差異が僅少なため、４「財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の分析」における事業部門別の業績の記載を参照願います。
　

(1) 受注高、完成工事高、繰越工事高及び施工高

　

期　別 工事部門別

前四半期会
計期間(前
期）繰越
工事高
（千円）

四半期会計
期間（期
中）
受注高
（千円）

計
（千円）

四半期会計
期間（期
中）

完成工事高
（千円）

四半期会計期間末(期末)繰越工事
高

四半期会計
期間（期
中）
施工高
（千円）

手持工事高

（千円）

うち施工高

（％、千円）

　
気泡コンク

リート工事
404,515613,9891,018,504352,079666,42536.5 243,472345,141

前第２四半期

会計期間

地盤改良
工事

501,800333,417835,217583,117252,10074.9 188,909542,660

（自　平成20年７月１日
補修工事 10,940111,842122,782122,782 ― ― ― 114,991

  至　平成20年９月30日)
その他工事 1,500 6,924 8,424 600 7,82485.3 6,674 5,824

　
計 918,7551,066,1731,984,9281,058,579926,34947.4 439,0561,008,617

　
気泡コンク

リート工事
704,677365,2341,069,912605,661464,25157.3 266,240633,207

当第２四半期

会計期間

地盤改良
工事

40,317153,260193,577169,01624,56118.6 4,577 160,043

（自　平成21年７月１日
補修工事 ― 23,029 23,029 23,029 ― ― ― 23,029

  至　平成21年９月30日)
その他工事 ― 789 789 789 ― ― ― 789

　
計 744,995542,3131,287,308798,496488,81255.4 270,817817,070

　
気泡コンク

リート工事
224,7502,522,9092,747,6591,991,209756,45036.5 275,9042,191,293

前事業年度

地盤改良
工事

324,4001,059,3071,383,7071,320,70763,00049.3 31,0401,257,387

（自　平成20年４月１日
補修工事 ― 174,708174,708174,708 ― ― ― 174,708

  至　平成21年３月31日)
その他工事 5,000 15,667 20,667 20,667 ― ― ― 15,800

　
計 554,1503,772,5914,326,7413,507,291819,45037.5 306,9443,639,188

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　前四半期会計期間(前期)以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、四半期会計

期間(期中)受注高にその増減を含んでおります。したがいまして、四半期会計期間(期中)完成工事高にも係る

増減額が含まれております。

３　四半期会計期間末(期末)繰越工事高の施工高は、支出金により手持工事高の施工高を推定したものでありま
す。

４　四半期会計期間(期中)施工高は、(四半期会計期間(期中)完成工事高＋四半期会計期間末(期末)繰越施工高－
前四半期会計期間末(前期末)繰越施工高)となります。
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(2) 完成工事高

　

期　別 部門別
官公庁
(千円)

民間
(千円)

計
(千円)

　

前年同四半期比
（％）

　
気泡コンクリート工事 179,149 172,930 352,079 ―

前第２四半期会計期間
地盤改良工事 402,020 181,097 583,117 ―

（自　平成20年７月１日
補修工事 21,280 101,502 122,782 ―

　至　平成20年９月30日)
その他工事 ― 600 600 ―

　
計 602,449 456,1291,058,579 ―

　
気泡コンクリート工事 376,509 229,151 605,661 72.0

当第２四半期会計期間
地盤改良工事 109,646 59,370 169,016 △71.0

（自　平成21年７月１日
補修工事 15,340 7,689 23,029 △81.2

　至　平成21年９月30日)
その他工事 ― 789 789 31.5

　
計 501,496 297,000 798,496 △24.6

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　官公庁には、当社が建設業者から下請として受注したものを含めて記載しております。

３　完成工事のうち主なものは、次のとおりであります。
　　前第２四半期会計期間　請負金額2,000万円以上の主なもの

(注文者) (工事名)

　村本建設株式会社
大和御所道路観音寺高架橋川西町下部
工事

　株式会社ジオダイナミック 第二京阪道路三ツ島東工事

　九州建設株式会社 西南学院大学西南会館耐震改修工事

　梅林建設株式会社 東九州自動車道徳納工事軽量盛土工事

　成和リニューアルワークス株式会社 羽田エプロン整備事業

当第２四半期会計期間　請負金額2,000万円以上の主なもの

(注文者) (工事名)

　ケミカルグラウト株式会社 新青海ライン建設工事(Ｂ工区)

　株式会社大林組
西武池袋線練馬高野台－大泉学園駅間
連続立体交差事業第Ⅰ期土木工事第５
工

　JFE工建株式会社
※ 三重幹線Ⅰ期陸上シールド工区

　株式会社シンオシマ
一般国道278号函館市滝の沢トンネル補
修外一連工事

　佐藤工業株式会社
江東区豊洲二丁目から同区豊洲六丁目
地先間送水管(1800mm)新設工事

４　完成工事高に対する割合が100分の10以上の相手先は、次のとおりであります。

　　前第２四半期会計期間

(注文者) (金額) (割合）

　村本建設株式会社 240,300千円 22.7％

　株式会社ジオダイナミック 185,100千円 17.5％

　　当第２四半期会計期間

(注文者) (金額) (割合）

　JFEエンジニアリング株式会社
※ 85,258千円 10.7％

　　※JFEエンジニアリング株式会社は、平成21年４月１日をもって100％子会社のJFE工建株式会社を吸収合　　　　　　
　　併しております。
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(3) 手持工事高（平成21年９月30日現在）

　

部門別
官公庁
(千円)

民間
(千円)

計
(千円)

気泡コンクリート工事 367,941 96,309 464,251

地盤改良工事 15,261 9,300 24,561

補修工事 ― ― ―

その他工事 ― ― ―

計 383,202 105,609 488,812

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　官公庁には、当社が建設業者から下請として受注したものを含めて記載しております。

３　手持工事のうち請負金額2,000万円以上の主なものは、次のとおりであります。

(注文者) (工事名) (完成予定)

株式会社間組
水場から減圧水槽Φ1,500mm導水管布設替工事
(その14)

平成21年10月

大成建設株式会社

中野区鷺宮一丁目地先から新宿区西落合二丁
目地先間配水本管(1500mm、1350mm)トンネル内
配管及び立坑築造並びに配水本管(1350mm～
500mm)新設工事

平成21年12月

株式会社古瀬組
宇治浄水場導水施設更新事業導水管トンネル
内配管工事

平成21年10月

鹿島建設株式会社
杉並区井草三丁目地先から中野区鷺宮一丁目
地先間配水本管(1500mm)トンネル内配管及び
立坑築造工事

平成21年10月

西松建設株式会社
拝島ポンプ所(仮称)から八王子丹木町一丁目
地先間送水管(1500mm)トンネル内配管及び立
坑築造工事

平成22年３月

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、経理の状況等に関する事項の異常な変動等は該当ありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更もありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

（1）経営成績の分析

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策の効果や新興国の需要回復などにより、一

部に明るい兆しが見え出したものの、業種や企業規模で好不調のバラツキがあり、また依然として雇用情勢

も厳しい状況が続くなど、景気の先行きは不透明なままで推移いたしました。建設業界におきましては、政

府の景気対策により公共工事が増加しましたが、９月には新政権が新たな政策の財源確保のため補正予算

の執行を一部中止し、また厳しい収益環境から企業の設備投資が抑制され民間工事が低迷したため、建設市

場は引続き縮小し受注競争も一層激しくなるなど、厳しい経営環境が続きました。

　このような状況の下、当社は営業展開を強化するとともにコスト低減に努め、引続き受注量の獲得と利益

の確保に取組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期会計期間の業績は、気泡コンクリート工事部門の受注は概ね計画通りでしたが、地

盤改良工事部門の受注環境が予想以上に厳しく、全体の受注高は542百万円（前年同四半期比49.1％減）と
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なり、売上高も803百万円（前年同四半期比24.7％減）となりました。各段階の損益につきましては、営業利

益３百万円（前年同四半期は営業損失23百万円）、経常利益４百万円（前年同四半期は経常損失21百万

円）、四半期純損失４百万円（前年同四半期は四半期純損失28百万円）となりました。

　なお、当社の主たる事業である建設業の特徴として、完成する工事の割合が第４四半期に偏るという傾向

があります。

　部門別の状況は、次のとおりであります。

　（気泡コンクリート工事部門）

　空洞充填工事の受注高が133百万円（前年同四半期比11.9％増）、軽量盛土工事の受注高が214百万円（前

年同四半期比24.0％減）、管路中詰工事の受注高が17百万円（前年同四半期比91.7％減）となり、気泡コン

クリート工事部門全体の受注高は365百万円（前年同四半期比40.5％減）と大幅に減少しましたが、概ね計

画通りの受注高となりました。

　完成工事高につきましては、工事完成を見込んでいた前事業年度からの大型繰越工事の一部が、工期のず

れ込みから売上計上できませんでしたが、第１四半期会計期間からの繰越工事が704百万円（前年同四半期

比74.2％増）と多かったことや、請負工事に係る収益の計上基準の変更に伴い工事進行基準を適用した工

事もあり、軽量盛土工事の完成工事高が294百万円（前年同四半期比34.0％増）、管路中詰工事の完成工事

高が182百万円（前年同四半期比75.6％増）、空洞充填工事の完成工事高が129百万円（前年同四半期比

351.2％増）と大幅に増加し、気泡コンクリート工事部門全体の完成工事高は605百万円（前年同四半期比

72.0％増）となりました。

（地盤改良工事部門）

　景気の先行き不透明感から民間設備投資の低迷が続き、また受注競争も一層激しくなったこともあり、地

盤改良工事部門の受注高は153百万円（前年同四半期比54.0％減）と大幅に減少いたしました。

　完成工事高につきましても、第１四半期会計期間からの繰越工事が40百万円（前年同四半期比92.0％減）

と少なかったこともあり、地盤改良工事部門の完成工事高は169百万円（前年同四半期比71.0％減）となり

ました。

　（補修工事部門）

　価格競争の激化から、見込んでいた一部の大型工事が受注出来ず、受注高は23百万円（前年同四半期比

79.4％減）となりました。完成工事高につきましても、第１四半期会計期間からの繰越工事がなかったこと

から23百万円（前年同四半期比81.2％減）となりました。

　（その他工事部門）

　受注高は0.7百万円（前年同四半期比88.6％減）、完成工事高も0.7百万円（前年同四半期比31.5％増）と

なりました。

　（商品販売部門）

　売上高は固化剤の販売などで４百万円（前年同四半期比40.6％減）となりました。

　（2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ70百万円減少し2,987百万円となりま

した。その主な要因としましては、リース資産が37百万円増加し、また現金預金が71百万円、未成工事支出金

が11百万円増加しましたが、受取手形が86百万円、完成工事未収入金が73百万円減少したことなど流動資産

の減少によるものです。

　負債合計は、前事業年度末に比べ51百万円減少し1,608百万円となりました。その主な要因としましては、

短期借入金が23百万円、未成工事受入金が124百万円、退職給与引当金が10百万円、リース債務が39百万円増

加しましたが、支払手形が28百万円、工事未払金が102百万円、１年内返済予定の長期借入金が14百万円、未

払金が14百万円、未払法人税等が35百万円、未払消費税等が16百万円、役員退職慰労引当金が11百万円減少
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したことなどによるものです。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ19百万円減少し1,379百万円となりました。その主な要因としまして

は、株式市場の上昇によりその他有価証券評価差額金が３百万円増加しましたが、配当金の支払や当第２四

半期累計期間に四半期純損失を計上したことにより、利益剰余金が22百万円減少したことなどによるもの

です。

　（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は133百万円（前年同四半期比152.4％増）となりました。これは主に未成工

事支出金の増加43百万円、仕入債務の減少56百万円となったものの、売上債権の減少200百万円、未成工事受

入金の増加37百万円などによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用した資金は50百万円（前年同四半期比は12百万円の収入）となりました。これは主に定期

預金の預入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動に使用した資金は78百万円（前年同四半期比36.2％増）となりました。これは主に借入金の返済

及び社債の償還による支出などによるものであります。

これにより当第２四半期会計期間末の「現金及び現金同等物の四半期末残高」は、第１四半期会計期間末

に比べ４百万円増加し、369百万円となりました。

　（4）業務上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社の業務上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　（5）研究開発活動

　当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は５百万円であります。

 

　

EDINET提出書類

麻生フオームクリート株式会社(E00308)

四半期報告書

 8/30



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,080,000

計 12,080,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,420,000 3,420,000ジャスダック証券取引所
  単元株式数は1,000株
  であります。

計 3,420,000 3,420,000 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 3,420 ― 209,200 ― 180,400
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社麻生 福岡県飯塚市芳雄町７番18号 1,420 41.52

株式会社麻生地所 福岡県嘉穂郡桂川町大字吉隈120番地 400 11.69

麻生石油販売株式会社 福岡市博多区千代２丁目21番９号 300 8.77

宗教法人萬福寺 神戸市北区山田町小部字藤木谷17 160 4.67

岸本孝雄 神戸市北区 94 2.74

麻生フオームクリート
従業員持株会

川崎市中原区苅宿287番地 61 1.79

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 60 1.75

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神２丁目13番１号 60 1.75

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 60 1.75

野田勝利 愛知県江南市 44 1.28

計 ― 2,659 77.76
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　　　　　　　 ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　　　　　　　 ―

議決権制限株式(その他) ―  ― 　　　　　　　 ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,000
― 　　　　　　　 ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,417,000
　

3,417　　　　　　　 ―

単元未満株式 普通株式 2,000
　

― 　 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 3,420,000― ―

総株主の議決権 ― 3,417 ―

(注)　単元未満株式欄には、当社保有の自己株式752株が含まれております。　

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　　 (自己保有株式)
 麻生フオームクリート
 株式会社

川崎市中原区苅宿287番地 1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0

　(注)　所有者の住所は、住居表示の変更に伴い平成21年11月２日をもって川崎市中原区苅宿36番１号となっておりま

す。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高(円) 117 110 134 130 137 129

最低(円) 95 101 110 120 122 111

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年

建設省令第14号)に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半

期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１

日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）

に係る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び

当第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 451,015 379,555

受取手形 323,464 410,377

完成工事未収入金 378,563 452,245

売掛金 1,742 10,404

未成工事支出金 272,261 260,943

原材料及び貯蔵品 17,133 25,677

前払費用 8,544 11,930

繰延税金資産 17,219 20,028

その他 9,950 18,660

貸倒引当金 △10,321 △10,933

流動資産合計 1,469,573 1,578,890

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 66,514 69,280

構築物（純額） 908 1,067

機械及び装置（純額） 60,762 60,139

車両運搬具（純額） 1,405 1,679

工具器具・備品（純額） 13,089 16,513

土地 1,122,839 1,122,839

リース資産 5,012 －

有形固定資産計 ※１
 1,270,532

※１
 1,271,519

無形固定資産

リース資産 32,394 －

電話加入権 2,350 2,350

無形固定資産計 34,744 2,350

投資その他の資産

投資有価証券 19,415 15,989

関係会社出資金 36,668 36,668

破産更生債権等 63,161 66,532

長期前払費用 1,492 1,146

繰延税金資産 64,039 60,975

敷金 17,872 17,610

ゴルフ会員権 92,055 92,055

その他 8,501 8,501

貸倒引当金 △91,628 △94,998

投資その他の資産計 211,579 204,478

固定資産合計 1,516,857 1,478,348

繰延資産

社債発行費 1,197 1,338

繰延資産合計 1,197 1,338

資産合計 2,987,628 3,058,577
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 685,104 713,741

工事未払金 181,702 284,548

買掛金 527 1,104

短期借入金 89,000 66,000

1年内償還予定の社債 34,500 49,000

1年内返済予定の長期借入金 12,800 27,200

リース債務 8,686 －

未払金 51,348 66,048

未払費用 4,757 4,364

未払法人税等 2,343 37,798

未払消費税等 7,856 24,839

未成工事受入金 215,962 91,315

賞与引当金 30,888 31,223

完成工事補償引当金 3,723 3,507

その他 1,909 1,299

流動負債合計 1,331,111 1,401,990

固定負債

社債 70,000 80,000

リース債務 30,590 －

退職給付引当金 159,410 148,700

役員退職慰労引当金 14,696 26,514

受入保証金 2,706 2,946

固定負債合計 277,402 258,161

負債合計 1,608,514 1,660,152

純資産の部

株主資本

資本金 209,200 209,200

資本剰余金

資本準備金 180,400 180,400

資本剰余金合計 180,400 180,400

利益剰余金

利益準備金 24,050 24,050

その他利益剰余金

別途積立金 985,000 1,035,000

繰越利益剰余金 △12,455 △39,716

利益剰余金合計 996,594 1,019,333

自己株式 △613 △613

株主資本合計 1,385,581 1,408,319

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,466 △9,893

評価・換算差額等合計 △6,466 △9,893

純資産合計 1,379,114 1,398,425

負債純資産合計 2,987,628 3,058,577
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 1,461,948 1,676,214

完成工事高 1,451,014 1,666,828

商品売上高 10,933 9,386

売上原価 1,295,129 1,387,985

完成工事原価 1,291,182 1,384,308

商品売上原価 3,946 3,676

売上総利益 166,818 288,229

完成工事総利益 159,831 282,520

商品売上総利益 6,986 5,709

販売費及び一般管理費 278,939 297,093

役員報酬 18,961 22,555

従業員給料手当 96,613 103,049

賞与引当金繰入額 21,173 20,647

退職給付費用 8,525 8,108

役員退職慰労引当金繰入額 2,739 2,181

法定福利費 22,221 20,018

福利厚生費 713 1,097

修繕維持費 4,799 4,978

事務用品費 3,226 3,809

通信交通費 29,938 25,130

動力用水光熱費 3,321 3,316

調査研究費 520 360

広告宣伝費 256 1,068

交際費 2,937 3,842

寄付金 192 12

地代家賃 15,065 15,121

減価償却費 3,669 7,220

租税公課 8,261 9,560

保険料 4,485 6,307

雑費 31,316 38,705

営業損失（△） △112,120 △8,863

営業外収益

受取利息 337 161

受取手数料 954 938

受取配当金 170 220

受取技術料 － 2,595

雑収入 4,715 2,494

営業外収益合計 6,177 6,409

EDINET提出書類

麻生フオームクリート株式会社(E00308)

四半期報告書

16/30



（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業外費用

支払利息 1,301 1,752

手形売却損 705 810

雑支出 562 876

営業外費用合計 2,568 3,439

経常損失（△） △108,511 △5,893

特別利益

貸倒引当金戻入額 946 3,748

受取保険金 2,200 －

特別利益合計 3,146 3,748

特別損失

災害による損失 900 －

前期損益修正損 － 2,800

特別損失合計 900 2,800

税引前四半期純損失（△） △106,265 △4,945

法人税、住民税及び事業税 954 957

法人税等調整額 △2,816 △255

法人税等合計 △1,862 701

四半期純損失（△） △104,402 △5,646
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 1,066,385 803,132

完成工事高 1,058,579 798,496

商品売上高 7,805 4,635

売上原価 961,218 652,624

完成工事原価 958,112 650,614

商品売上原価 3,106 2,010

売上総利益 105,166 150,507

完成工事総利益 100,467 147,882

商品売上総利益 4,699 2,625

販売費及び一般管理費 128,712 147,013

役員報酬 7,975 9,886

従業員給料手当 48,297 52,986

賞与引当金繰入額 9,168 10,913

退職給付費用 3,094 2,479

役員退職慰労引当金繰入額 1,369 1,396

法定福利費 8,914 10,440

福利厚生費 360 443

修繕維持費 1,839 2,350

事務用品費 1,545 2,141

通信交通費 14,779 13,608

動力用水光熱費 1,780 1,626

調査研究費 360 180

広告宣伝費 207 977

交際費 1,603 1,694

地代家賃 8,127 7,652

減価償却費 1,802 3,735

租税公課 4,363 4,162

保険料 823 2,746

雑費 12,297 17,591

営業利益又は営業損失（△） △23,546 3,493

営業外収益

受取利息 202 49

受取手数料 491 475

受取配当金 161 211

雑収入 2,692 2,142

営業外収益合計 3,548 2,879
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（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

営業外費用

支払利息 811 684

手形売却損 514 623

雑支出 257 637

営業外費用合計 1,583 1,945

経常利益又は経常損失（△） △21,581 4,427

特別利益

貸倒引当金戻入額 513 447

受取保険金 2,200 －

特別利益合計 2,713 447

特別損失

災害による損失 900 －

特別損失合計 900 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △19,767 4,874

法人税、住民税及び事業税 477 478

法人税等調整額 8,050 8,441

法人税等合計 8,527 8,920

四半期純損失（△） △28,294 △4,045
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △106,265 △4,945

減価償却費 17,327 19,701

貸倒引当金の増減額（△は減少） △946 △3,982

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,400 10,710

賞与引当金の増減額（△は減少） △472 △334

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,739 △11,818

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 300 216

工事損失引当金の増減額（△は減少） △5,847 －

受取利息及び受取配当金 △507 △381

支払利息 1,301 1,752

売上債権の増減額（△は増加） 358,640 172,627

未成工事支出金の増減額（△は増加） △213,634 △11,318

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,123 8,544

仕入債務の増減額（△は減少） △114,522 △136,364

未払金の増減額（△は減少） △2,362 △14,912

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,067 △16,982

未成工事受入金の増減額（△は減少） 152,216 124,647

その他 9,059 8,308

小計 89,233 145,467

利息及び配当金の受取額 507 381

利息の支払額 △1,267 △1,621

法人税等の支払額 △1,934 △30,590

営業活動によるキャッシュ・フロー 86,539 113,636

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △58,600 △85,600

定期預金の払戻による収入 88,000 55,000

有形固定資産の取得による支出 △5,980 △5,251

投資活動によるキャッシュ・フロー 23,420 △35,851

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,000 23,000

長期借入金の返済による支出 △14,400 △14,400

社債の償還による支出 △14,500 △24,500

リース債務の返済による支出 － △3,957

自己株式の取得による支出 △4 －

配当金の支払額 △81 △17,068

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,985 △36,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 84,974 40,859

現金及び現金同等物の期首残高 188,366 328,955

現金及び現金同等物の四半期末残高 273,341 369,815
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

会計処理基準に関する事項

の変更

　　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、

工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12

月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27

日)を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会

計期間に着手した工事契約から、当第２四半期会計期

間末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる工事については工事進行基準(工事の進捗率の見

積りは原価比例法)を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。

　これにより、当第２四半期累計期間の売上高は143百

万円増加し、営業損失、経常損失及び税引前四半期純

損失は９百万円それぞれ減少しております。

　

　

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資

産につきましては、事業年度に係る減価償却費を期間

按分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,072,939千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,057,195千円

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

　当社の主たる事業である建設業の特徴として、工事の完

成引渡しが第２四半期以降、特に第４四半期に偏るとい

う季節的要因があるため、第２四半期累計期間の売上高

が、下半期に比べて低くなる傾向があります。

　当社の主たる事業である建設業の特徴として、完成する

工事の割合が第４四半期に偏るという季節的要因がある

ため、第２四半期累計期間の売上高が、下半期に比べて低

くなる傾向があります。

　

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金 324,541千円

預入期間が３か月超の定期預金 △51,200千円

現金及び現金同等物 273,341千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金 451,015千円

預入期間が３か月超の定期預金 △81,200千円

現金及び現金同等物 369,815千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平

成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 3,420,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 1,752

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日
普通株式 17,091 ５ 平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金

定時株主総会

　

（2）基準日が当会計年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

　　　 発生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　 該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　  該当事項はありません。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動はありま

せん。

　

　

　

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

前事業年度末から著しい変動がないため記載を省略しております。

　

　

　

　

　

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

　

　

　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

関連会社に関する事項

第２四半期累計期間

　
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

関連会社に対する投資の金額 36,668千円 関連会社に対する投資の金額 36,668千円

持分法を適用した場合の投資の金額 43,694千円 持分法を適用した場合の投資の金額 30,411千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 10,935千円 持分法を適用した場合の投資損失の金額 9,691千円

　

第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

関連会社に対する投資の金額 36,668千円 関連会社に対する投資の金額 36,668千円

持分法を適用した場合の投資の金額 43,694千円 持分法を適用した場合の投資の金額 30,411千円

持分法を適用した場合の投資損失の金額 4,613千円 持分法を適用した場合の投資損失の金額 2,982千円
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 403.46円
　

　 　

　 409.11円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,379,114 1,398,425

普通株式に係る純資産額(千円) 1,379,114 1,398,425

普通株式の発行済株式数(千株) 3,420 3,420

普通株式の自己株式数(千株) 1 1

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 3,418 3,418

　

２  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

　
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 30.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額 1.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また１株当たり四半期

純損失を計上しているため記載しておりません。

     ２  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 104,402 5,646

普通株式に係る四半期純損失(千円) 104,402 5,646

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,418 3,418
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第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 8.28円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純損失金額 1.18円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また１株当たり四半期

純損失を計上しているため記載しておりません。

     ２　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎　

　

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 28,294 4,045

普通株式に係る四半期純損失(千円) 28,294 4,045

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,418 3,418

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のもの

については通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期会計期間に

おけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

　

　

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

麻生フオームクリート株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    東     能  利  生    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    森     行      一    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている麻生

フオームクリート株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第48期事業年度の第２四半期会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、麻生フオームクリート株式会社の平成20年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月11日

麻生フオームクリート株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    東    能  利  生    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    森     行     一    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている麻生

フオームクリート株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第49期事業年度の第２四半期会

計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、麻生フオームクリート株式会社の平成21年９月30日現

在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四

半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

追記情報

「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、第１四半期会

計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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